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た
ゆ
ま
ざ
る
求
道
と
念
仏

神
雲

ム量

戸

松

秀

明

先
般
の
神
浄
青
定
例
総
会
に
お
い
て
、

第
六
代
会
長
に
推
薦
さ
れ
就
任
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
第
四
代
里
見
会
長
、
第

五
代
野
中
会
長
の
も
と
副
会
長
を
さ
せ
て

頂
き
、
多
少
な
り
と
も
組
織
運
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ば
せ
て
頂

い
た

つ
も
り
で
お
り

ま
し
た
が
、
実
際
に
会
長
に
な

っ
て
み
ま

す
と
、
己
の
浅
学
非
才
、
そ
の
器
で
な
い

こ
と
を

つ
く
づ
く
痛
感
す
る
次
第
で
す
。

歴
代
会
長
諸
師
は
、
本
会
の
目
的
で
あ

り
ま
す
会
員
相
互
の
友
情
を
深
め
、
青
年

宗
徒
と
し
て
の
修
練
と
教

化
に
励
み
、
宗
門
の
興
隆

に
寄
与
す
べ
く
様
々
な
事

業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

〈化
他
〉
・
〈自
行
〉
夫
和

合
〉
の
三
本
柱
が
そ
れ
で

す
。
我
々
は
、
浄
青
の
会
員
で
あ
る
と
同

時
に
、
浄
土
宗
の
宗
侶
で
す
。
法
然
上
人

の
御
教
え
で
あ
る
本
願
称
名
の
念
仏
に
よ

っ
て
、
悩
み
苦
し
む
人
々
を
、
希
望
に
満

ち
た
喜
び
の
生
活
に
導
か
ね
ば
な
ら
な

い

の
で
す
。
そ
れ
に
は
、
人
々
を
導
く
こ
と

の
出
来
る
だ
け
の
、
た
ゆ
ま
ざ
る
求
導
と

念
仏
に
対
す
る
信
念
が
必
要
で
す
。　
一
人

の
力
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
が
、
同
行
同

信
が
手
を
握
り
、
力
を
合
わ
せ
る
と
き
大

き
な
力
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。

〈化
他
〉

を
行
な
う
に
は

〈自
行
〉
が
必
要
で
あ
咲

〈自
行
〉
を
行
な
う
こ
と
が

〈化
他
〉

ヘ

つ
な
が
り
ま
す
。

（和
合
〉
が
あ

っ
て
こ

そ
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
せ
ま
す
。
こ
の

三
本
柱
は
、
浄
青
活
動
が
続
く
限
り
取
り

組
む
課
題
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
里
見
師
を
理
事
長
と
す
る
全
浄

青
の
三
期
に
わ
た
る

「青
年
に
念
仏
を
」

―
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
機
根
を
み
つ
め
て

―
と

い
う
テ
ー
マ
は
、

「浄
青
に
念
仏
を
」

―
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
機
根
を
み
つ
め
て

―
そ
の
も
の
と
思

い
ま
す
。

会
員
の
沢
山

い
る
浄
青
、

年
齢
制
限
を
す
る
と
極
端

に
会
員
の
減
る
浄
青
。
真

剣
に
道
を
求
め
て
い
る
会

員
、
い
つ
ま
で
も
宗
侶
の

自
覚
の
持
て
な

い
会
員
ｃ

」ヽう
し
た
な
か

浄
青
の
活
動
は
な
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

先
年
、
神
浄
青
で
林
霊
法
台
下
を
お
招

き
し
、
布
教
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

「法
然
上
人
の
ご
生
誕
に
学
パＬ

Ｉ
人
間

に
は
三
つ
の
誕
生
が
あ
る
―
と
題
し
て
講

演
さ
れ
、

「私
達
が
布
教
す
る
場
合
、
布

教
者
自
信
が
救
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
相
手

を
救
う
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
若

い
時
に

縁
を
結
び
、
信
仰
を
確
立
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
信
教
人
信
で
あ
る
。
」

ま
た
、

「我
々
は
何
を
求
め
に
生
ま
れ
て

来
た
の
か
。
そ
れ
は
大
往
生
小
往
生
と

い

う
精
神
的
な
大
き
な
宝
を
求
め
に
生
ま
れ

て
来
た
。
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
生

涯
を
か
け
て
死
ぬ
ま
で
に
回
心
を
全
う
す

る
事
、
そ
れ
が
本
当
に
こ
の
世
の
中
に
生

ま
れ
て
僧
侶
に
な

っ
た
事

の
意
味

で
あ

る
。
」
と
熱

っ
ぽ
く
お
話
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
微
温
湯
に
漬

っ
て
い
る

自
分
に
、
冷
水
を
嫌
と
い
う
程
浴
び
せ
ら

れ
た
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

お
念
仏
を
真
剣
に
称
え
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
御
仏
の
御
心
に
叶

う
よ
う
に
生
き
て
ゆ
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
の
こ
と
が
今
、
我
々
に
と

っ
て

一
番
尊

い
こ
と
で
あ
り
、
総
て
の
出
発
点

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

諸
大
徳
、
会
員
諸
師
の
御
指
導
、
御
協

力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

〈
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記
主
良
忠
上
人
七
百
回
遠
忌

「音
楽
法
要
」
厳
修

昭
和
六

一
年
五
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で

の
期
間
、
大
本
山
鎌
倉
光
明
寺
で
厳
修
さ

れ
た
良
忠
上
人
七
〇
〇
回
遠
忌
法
要
に
神

奈
川
浄
青
も
独
自
の
企
画
で
法
要
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
好
評
を
受
け
成

功
裡
に
法
要
を
厳
修
で
き
た
こ
と
、
皆
様

方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
法
要
の
企
画
は
、
大
本
山

光
明
寺
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
我
々
青
年

僧
が
主
体
と
な

っ
て
独
自
の
法
要
を
模
索

し
な
が
ら
、
過
去
三
回
私
共
の
手
で
厳
修

さ
れ
た
音
楽
法
要
を
母
体
に
、
強
烈
な
響

き
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
法
要
参
加
、
そ

し
て
光
明
寺
十
夜
引
声
の
啓
明
な
ら
び
に

古
典
的
な
雅
楽
と
舞
楽
の
奉
納
と
欲
張
り

す
ぎ
た
内
容
を
企
画

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
法
要
の
企
画
に
あ
た
り
、
前

神
浄
青
会
長
の
里
見
上
人
や
神
浄
青
役
員

に
よ
る
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
参
加
法
要
の

善
光
寺
ま
で
の
視
察
旅
行
、
光
明
寺
雅
楽

会
と
大
本
山
増
上
寺
雅
楽
会
の
合
同
練
習

ま
た
港
南
浄
青
和
訳
の
経
文
に
増
田
晃
久

先
生
が
作
曲
さ
れ
た
も
の
を
村
井
氏
に
よ

る
ピ
ア
ノ
で
の
指
導
等
、
大
変
忙
し
い
日

日
を
お
く
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
啓
明
は

山
崎
弁
阿
上
人
に
お
願
い
し
、
舞
楽
の
舞

人
は
港
北
組

の
横
井
隆
彦
君
に

「
蘭
陵

王
」
を
舞

っ
て
い
た
だ
き
、
シ
ン
セ
サ
イ

実
行
委
員
長
　
野
　
中
　
岳
　
道

ザ
ー
の
演
奏
者
は
港
南
組
塩
沢
智
彦
君
の

知
人
の
佐
藤
謙
司
氏
に
依
頼
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
内
容
を
も

つ
て
二
回
の
合
同

練
習
を
経
て
い
よ
い
よ
五
月
四
日
の
当
日

を
む
か
え
ま
し
た
。

当
日
午
後
三
時
、
大
本
山
光
明
寺
大
殿

は
大
勢
の
参
拝
者
に
お
お
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
か
ら
の
団
体
参
拝
の
方
々
、
ま
た
ポ

ス
タ
ー
や
三
大
新
聞
の
折
り
込
み
広
告
で

知

っ
た
若

い
聴
衆
で
大
殿
は
埋
ま
り
こ
れ

か
ら
何
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
戸

惑

い
を
持

っ
た
感
さ
え
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
小
田
原
組
の
石
川
邦
雄
上
人
の
司
会

の
声
に
い
よ
い
よ
音
楽
法
要
が
始
ま
り
ま

し
た
。
壮
大
な
る
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
響

き
が
大
殿
を
包
み
、
「
い
ま
さ
さ
ぐ
」
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
か
わ
い
い
お
稚
児
が
阿
弥
陀

様
、
良
忠
上
人
に
献
灯
、
献
華
、
献
香
し

て
啓
明
に
う

つ
り
ま
し
た
。
幻
想
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
持

っ
た
阿
弥
陀
経
は
波
の
音
を

旋
律
と
し
、
波
が
押
寄
せ
、
引
く
音
を
思

思
わ
せ
ま
す
。
次
に
雅
楽
の
優
雅
な
響
き

に
合
わ
せ
、
舞
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

美
し
く
着
飾
り
、
い
か
め
し
い
仮
面
を

つ

け
た
「蘭
陵
王
」
の
舞

い
に
大
勢
の
参
拝
者

は
目
が
釘
づ
け
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
私
達
の
コ
日
楽
法
要
」

は
無
事
成
満

い
た
し
ま
し
た
。
大
勢
の
老

若
男
女
の
参
拝
者
に

「良
忠
上
人
七
〇
〇

回
遠
忌
」
を
と
お
し
て
私
共
の
阿
弥
陀
様

に
対
す
る
意
気
込
み
を
感
じ
て
い
た
だ
け

た
ら
幸

い
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
大
本
山
光
明
寺
を
は
じ
め
増
上

寺
雅
楽
会
の
皆
様
、
先
輩
諸
師
の
方
々
、

神
浄
青
会
員
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

法
要
次
第

入
　
堂

音
楽
法
要

一
、
い
ま
さ
さ
ぐ

二
、
奉
請

啓
　
明

三
、
甲
念
仏

四
、
仏
説
阿
弥
陀
経

五
、
回ぇ
所
対

舞
　
楽

六
、
蘭
陵
王

音
楽
法
要

七
、
摂
益
文

八
、
念
仏

一
会

九
、
四
弘
誓
願

退
　
堂

イ
　
音
楽
法
要

音
楽
法
要
の
う
ち
「
い
ま
さ
さ
ぐ
」
は
仏

教
聖
歌
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
曲
に
の
せ
て

神
浄
青
子
弟
が
献
灯

・
献
華

。
献
香
を
お

こ
な
う
。
「奉
請
」
「摂
益
文
Ｌ
念
仏

一
会
」

「
四
弘
誓
願
」
は
港
南
組
浄
青
訳
詞
増
田
晃

久
作
曲
で
あ
る
。

ロ
　
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
と
は
音
を
合
成
す
る

楽
器
で
、
電
子
回
路
に
よ

っ
て
音
を
合
成
ヽ

し
多
様
な
音
を
出
す
。
奏
者
佐
藤
謙
司
氏

は
現
在
第

一
線
で
活
躍
中
。

ハ
　
雅
　
楽

雅
楽
は
古
代
中
国
に
発
祥
、
仏
教
伝
来

と
と
も
に
日
本
に
伝
わ
る
。
日
本
古
来
神

楽
、
田
舞
な
ど
を
同
化
し
て
き
た
伝
統
音

楽
で
あ
る
。

二
　
舞
　
楽

舞
楽
と
は
管
弦
の
演
奏
に
舞
が
加
わ
る

の
を

い
う
。
舞
楽
に
は
イ
ン
ド
、
中
国
よ

り
伝
来
し
た
左
舞
と
、
朝
鮮
か
ら
の
右
舞

が
あ
る
。
今
回
の
蘭
陵
王
の
舞
は
左
舞

一

人
舞
で
あ
る
。

ホ
　
蘭
陵
王

北
斉
の
蘭
陵
王
長
恭
は
容
姿
が
美
し
か

っ
た
の
で
、
常
に
い
か
め
し
い
仮
面
を

つ

け
て
戦
に
臨
み
、
周
の
大
軍
を
破

っ
た
故

事
に
よ
り
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

へ
　
引
声
法
要

「
甲
念
佛
」
「佛
説
阿
弥
陀
経
」
「
回
向

文
」
は
引
声
法
要

（贅
明
）
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
慈
覚
大
師
円
仁
が
中
国
よ
り
持

ち
帰
り
、
後
土
御
門
天
皇
が
明
応
四
年

（
一
四
九
五
年
）
鎌
倉
光
明
寺
の
祐
崇
上
人

に
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

」
J

84)
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舞 楽 「

舞 人

神圭
日浄

本
示

暮

な
る
と
未
知
数
だ
け

に
戸
惑

い
が
あ
る
。

し
か
し
、
事
は
お
か

ま
い
な
く
進
行
し
て

い
く
。

出
番
が
来
た
。
聞

き
な
れ
た
笛
の
独
奏

曲
。
太
く
量
感
浴
れ

る
音
色
を
頭
に
叩
き

込
む
。
自
分
自
身
を
鼓
舞
す
る

為
に
序
曲
で
乗

っ
て
し
ま
う
訳

だ
。
張
り
の
あ
る
白

い
ひ
げ
、

す

っ
と
高

い
鼻
、
頂
に
竜
を
従

え
た
金
色
の
面
。
こ
れ
か
ら
、

蘭
陵
王
と

い
う
王
に
生
命
を
吹

き
込
む
の
だ
。
形
態
の
美
を
謳

う
舞
楽
を
堂
々
と
行
う
に
は
、

は
、
こ
の
音
楽
法
要

が
ど
の
よ
う
に
映

っ

た
だ
ろ
う
。
視
聴
覚

に
訴
え
る
こ
の
手
の

も
の
は
、
力
で
迫
る

の
も
大
事
だ
が
、
そ

れ
以
上
に
人
間
の
力

に
よ
る
声
、
息
、
動

作
が
な
に
よ
り
重
要

で
あ
ろ
う
。
五
感
に
無
理
な
く

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

今
回
の
法
要
で
、　
一
時
で
も

心
を
動
か
せ
て
も
ら
え
た
な
ら

ば
、
演
者
と
し
て
望
外
の
喜
び

で
あ
る
。

音楽法要後

楽器資材を片づける会員

蘭陵王を舞う

横井隆彦師

お雅子さん (デ

による献灯

会員による音楽法要

(声 明)

光明寺、増上寺雅楽会に

による舞楽演奏
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多
具
」

ム
ー
‘
⑫
米
理

ヽ，
マ
■
９
哺
ア
￥
刻
担

￥
中
⑫
目
靡
〓
醤
童
醗
百
百

コヽ
回
↓

ｏ
γ
η
準
■
准

甲
日
引
酵
Ｆ
Ｗ
ン
彰
孝

（呻
琢
⑫
彩
団
＋

〓
コ
具
撃
Ⅲ
半
韓

「ヽ
図
）
昇
叫
彰
⑫
考

》
＋
Ｉ
旦
〓

νヽ
！
勲
ロ
ン
薄
コ
晋
冒
聯

印
当
―ｌｒ
里

日ヽ
興
⑫
日
γ
＋
〓

・
日
Ｙ
＋

〓
ビ
Ｙ
７
￥

コヽ
マ

，
⑫
宗
研
４
４
ロ
エ

剰
畔

「ヽ
し
幼
投
￥
中
以
↓
回
￥
＋
彰

昇

舞

墾

Ｊ

２
■
７
０
中
澤
早
酢
じ
効
挫
￥
中
回
￥
＋
彰

妥
漁
０
畢
事
Ｕ

日IビOTtt19Jま別 |lr半韓皇事 (9)
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第
九
回

花
ま
つ
り
愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

恒
例
の
花
ま

つ
り
愛
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

四
月
十
九
日
金
沢
母
子
寮
に
於

い
て
、
会

員
二
十
数
名
の
参
加
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
あ

い
に
く
の
雨
、
あ
の
長
い
階

段
を
雨
具
を
付
け
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
搬

入
は
大
変
で
し
た
が
、
子
供
達
の
お
手
伝

い
に
会
員
み
な
疲
れ
も
忘
れ
頑
張
り
ま
し

た
。
催
し
物
も
、
手
品
や
合
唱
等
約
二
時

間
、
短

い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
心
の

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
又
、
四

月
二
十
六
日
に
は
、
小
田
原
組
を
中
心
に

小
田
原
光
海
学
園
に
於

い
て
愛
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
行
な
わ
れ
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
合
唱

等
と
た
の
し
い
ひ
と
時
を
過
し
ま
し
た
。

尚
プ
レ
ゼ
ン
ト
品
を
お
寄
せ
戴

い
た
会

員
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

真剣に紙芝居 を見る子供達

十
月
十
四
日
大
本
山
光
明
寺
に
於
い
て

十
夜
法
要
が
営
ま
れ
、
神
浄
青
会
員
も
例

年
通
り
念
仏
行
進
を
行

っ
た
。
本
年
度
は

折
悪
く
雨
模
様
で
あ

っ
た
が
、
念
仏
行
者

十
数
名
の
声
高
ら
か
に
、
鎌
倉
駅
ま
で
の

道
の
り
を
元
気
に
行
進
し
た
。

行
進
中
悪
天
候
の
た
め
、
恒
例
の
駅
前

伝
道
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

一
人
の
落
伍
者
も
出
ず
、
ま
た
街
中
で
の

温
い
お
念
仏
の
声
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、

無
事
満
行
し
た
。
そ
の
後
、
光
明
寺
御
本

尊
前
に
於
い
て
報
告
法
要
を
行
い
、
十
夜

法
要
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
皆

様
の
御
支
援
に
感
謝
し
つ
つ
明
年
度
会
員

諸
師
の
積
極
的
参
加
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

第
二
回

神
浄
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
月
二
十
四
日
好
天
に
恵
ま
れ
た
横
浜

三

ッ
沢
競
技
場
グ
ラ
ン
ド
に
於

い
て
第
３

回
神
浄
青
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。

約
四
十
数
名
の
会
員
の
参
加
の
も
と
に

鎌
倉

。
三
浦

・
高
座
、
京
浜

・
港
北

。
中

郡
、
港
南

・
小
田
原
と
三
連
合
チ
ー
ム
が

編
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
教
区
長
杯
を
目

指
し
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
今
回
の
優
勝

は
京
浜

・
港
北

。
中
郡
連
合
チ
ー
ム
。
昨

年
同
様
二
年
続
け
て
の
優
勝
で
あ

っ
た
。

本
年
は
十
月
九
日
、
保
土
ヶ
谷
球
場
に

て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
る
が
、

京
浜

・
港
北

・
中
郡
連
合
チ
ー
ム
の
三
連

勝
な
る
か
、
は
た
又
、
他
チ
ー
ム
が
そ
の

連
勝
を
阻
止
す
る
か
。
た
の
し
み
な
試
合

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

光明寺門前を歩 く

十
月
三
十
日
茨
城
県
勝
田
運
動
公
園
に

於
い
て
第
三
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
我
が
神
浄
青

チ
ー
ム
は
、
精
鋭
十
六
名
を
送
り
込
み
、

終
日
好
プ
レ
ー

（珍
プ
レ
ー
）
が
続
出
し

た
。
神
浄
青
チ
ー
ム
は
、
予
想
通
り
↑
じ

そ
の
実
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
決
勝

戦

へ
と
駒
を
進
め
た
が
、
前
年
度
優
勝
チ

ー
ム
で
第

一
回
大
会
で
は
、
決
勝
で
破

っ

て
い
る
、
開
催
県
茨
浄
青
チ
ー
ム
と
対
戦

し
た
。
試
合
は
、　
一
点
を
争
う
攻
防
を
繰

り
返
す
正
に
決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
い
好
ゲ

ー
ム
で
あ

っ
た
が
、
惜
し
く
も
破
れ
準
優

勝
に
甘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

次
回
は
、
神
奈
川
開
催
で
も
あ
り
、
ぜ

ひ
と
も
優
勝
を
目
指
し
て
行
き
た
い
。準優勝杯 を受け取る会長
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第
四
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
ご
案
内

昭
和
六
十

一
年
十
月
二
十
日
（月
）
～
二

十

一
日
（火
）
に
左
記
の
日
程
に
よ
り
保
土

ヶ
谷
グ
ラ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
の
で

神
浄
青
会
員
の
多
数
の
ご
参
加
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（神
浄
青
は
２
チ

ー
ム
出
す
予
定
で
す
）

◇
日
　
程
◇

一
一
十

日
●
午
後
六
時
懇
親
会

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
横
浜
に
て

二
十

一
日
●
午
前
八
時
三
十
分
開
会
式
他

保
土
ヶ
谷
グ
ラ
ン
ド
に
て

午
前
九
時
プ
レ
ー
ボ
ー
ル

◇
参
加
費
◇

懇

親

会
●
宿
泊
…
…

一
一
、
八
〇
〇
円

大
会
当
日
参
加
者
…
…
　
一
一、
○
○
○
円

●
参
加
希
望
者
は
各
組
々
長
が
ま
と
め
て

神
浄
青
事
務
局
北
郁
師

へ
連
絡
し
て
下
さ

い
。

他
宗
見
学

日
程
そ
の
他
ご
案
内

今
回
の
他
宗
見
学
は
、
大
本
山
光
明
寺

に
伝
わ
る
引
声
法
要
の
ル
ー
ツ
を
辿

っ
て

京
都
真
如
堂
の
引
声
阿
弥
陀
経
会
の
見
学

を
中
心
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
五
日

・
十
六
日
２

泊
）

場
所
　
一示
都
真
如
堂

（天
台
宗
）

☆
日
程
表

十
五
日

●
午
後
四
時
　
　
和
順
会
館
集
合

ク
　

タ
食

和
順
会
館
宿
泊

十
六
日

●
午
前
六
時
　
　
知
恩
院
　
勤
行

七
時
半
　
和
順
会
館
朝
食

八
時

　

　

　

′^夕
　

出
発

法
然
院
　
徒
歩

十
時
　
　
真
如
堂
　
法
要

十
二
時
　

水ヽ
観
堂
　
昼
食

午
後
十
四
時
　
御
　
所
　
見
学

十
六
時
　
一界
都
駅
　
解
散

予
備
研
修
会

イ
、
日
時
　
九
月
三
十
日
（火
）
午
後
二
時

会
場
　
大
本
山
光
明
寺

講
師
　
山
崎
弁
阿
上
人

内
容
　
引
声
法
要
に
つ
い
て

口
、
日
時
　
十
月
三
日
（金
）
午
後
四
時

会
場
　
大
本
山
光
明
寺

講
師
　
木
内
尭
央
上
人
（天
台
宗
）

内
容
　
天
台
宗
か
ら
み
た
引
声
念
仏

総

△〓
報

告

四
月
十
九
日
（土
）大
本
山
光
明
寺
に
於

い
て
、
神
奈
川
教
区
浄
土
宗
青
年
会
定
例

総
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
に
港
南
組
香
川

隆
敬
師
を
選
出
し
て
次
の
議
案
を
審
議
し

た
。一

、
昭
和
六
十
年
度
事
業
報
告
承
認
の

件

二
、
昭
和
六
十
年
度
収
支
決
算
報
告
承

認
の
件

イ
、　
一
般
会
計
決
算
報
告

口
、
特
別
会
計
決
算
報
告

会
計
監
査
報
告

三
、
役
員
任
期
改
選
に
つ
い
て

四
、
神
浄
青
会
則
の
変
更
に
つ
い
て

五
、
音
楽
法
要
に
つ
い
て

六
、
そ
の
他

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

役
員
改
選
は
理
事
会
で
選
出
さ
れ
た
会
長

戸
松
師
以
下
、
副
会
長
、
監
事
が
承
認
さ

れ
た
。
ま
た
会
則
変
更
に
つ
い
て
は
、
第

六
条
第
六
項
の

「編
集
三
名
」
を

「若
干

名
」
と
変
更
さ
れ
、
又
第
五
条
の

「
四
〇

歳
ま
で
」
の
会
員
資
格
を
四
十
三
歳
の
全

浄
青
年
令
と
統

一
す

べ
き
と
提
案
さ
れ
た

が
、
神
浄
青
発
足
以
来
の
課
題
だ
と
し
て

臨
時
総
会
を
持

つ
こ
と
に
し
た
。
最
後
に

加
行
成
満
者
の
方
々
に
、
大
本
山
光
明
寺

御
法
主
御
染
筆
の
色
紙
を
贈
呈
し
成
満
を

祝
し
閉
会
と
な

っ
た
。

臨
時
総
会
報
告

五
月
三
十

一
日
（土
）
大
本
山
光
明
寺
に

於

い
て
神
浄
青
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

戸
松
新
会
長
、
光
明
寺
北
郁
執
事
長
の
挨

拶
に
つ
づ
き
、
議
長
に
は
港
南
組
伊
藤
彰

哲
師
が
選
出
さ
れ
、
次
の
議
題
が
討
議
さ

れ
た
。

一
、
昭
和
六
十

一
年
度
事
業
計
画
案

二
、
昭
和
六
十

一
年
度
予
算
案

三
、
会
則
変
更
に
つ
い
て

四
、
そ
の
他

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
六
十

一
年

度
の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
総
会
か
ら
の

懸
案
で
あ

っ
た
会
則
変
更
に
つ
い
て
、
第

五
条
資
格
は

「
四
十
才
ま
で
」
が
「
四
十
三

才
ま
で
」
と
さ
れ
、
全
浄
青
と
の
統

一
が

な
さ
れ
た
。

六
十
年
度
伝
宗
伝
戒
成
満
者

一示

浜

組
　
正
行
寺
　
白
石
隆
弘

港

南

組
　
西
林
寺
　
渋
谷
聡
明

ク
　

　

願
行
寺
　
井
上
俊
道

″
　

　

西
立
寺
　
山
沢
敦
浩

ク
　
　
　
　
ク
　
　
山
沢
常
浩

高

座

組
　
善
教
寺
　
井
上
祥
倫

鎌

倉

組
　
千
光
寺
　
小
野
正
彦

一二
浦

組
　
法
蔵
院
　
余
郷
有
総

ク
　

　

天
養
院
　
吉
水
祥
史

小
田
原
組
　
本
誓
寺
　
成
田
光
弥

編
集
後
記

初
め
て
の
編
集
、
大
変
で
し
た
。
今
ま

で
の
諸
先
輩
方
の
御
苦
労
に
感
謝
致
し
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ン」う
し
て
苦
労
し

た
後
の
ビ
ー
ル
の
う
ま
さ
は
最
高
で
す
。

一
日
で
も
早
く
、
新
入
会
員
に
う
ま
い

ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
と
深
く
念

じ
、
私
は
ま
ず
い
ビ
ー
ル
で
我
慢
し
た
い

と
思
う
の
で
有
り
ま
す
。
　

（Ｄ

・
Ｎ
）

浄
青
神
奈
川
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
い
、

願
わ
く
は
、
こ
の
機
関
紙
が
広
く
社
会
の

人
々
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
。

（陰
謀
で
、

編
集
委
員
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
）

（Ｙ

。
Ｍ
敬
白
）


